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論 文 内 容 の 要 旨

1) 免疫グロブリンは性質の異なる幾種類かのものが存在している｡ 最近これを heavyと lightpoly･

peplidechain構造にもとづいて分類することが可能となった｡ Heavypolypeptidechainは各グロブリ

ンに特有の構造部分があり, それぞれ γ,α,FL, 8 および echain と呼ばれ, γ,α, p , 8 および EChain

を有する免疫グロブリンをそれぞれ IgG,IgA,IgM,IgD 及び IgE等に分類している｡ 又 lightpoly-

peptidechainは各グロブリンに共通で, それぞれ kappachain及び Iambdachainの二種類があり,

上記免疫グロブリンを kappachain及び lambdachainの存在により TypeIと TypeII に区別し得

る｡

著者は kappa或いは lambda型 Bence-Jones蛋白尿を12時間活性炭により吸収し, 珪酸塩で滅過後,

40%飽和硫安分画で Crudeglobulinを得, この Crudeglobulinを DEAEcellulosecolumn分画によ

り分離し, 第一のピークを蒐集し, 更にこの分画を sephadexG1100で再精製して第二のピークから純

粋の Bence･Jones蛋白 (kappa及び lambda型) を得た｡ 又人血清から DEAEcellulosecolumn分画

で純粋な IgG を分離し, この IgG を Porter(1659)の方法に従い, パパインにより消化し, Hiaoと

Putnam (1961)の方法で CM cellulosecolumnで分画L gammachain (γ-,Fc)を得た｡

以上精製採得した kappa(k-),lambda(A-) 及び gamma(γ-) 各 chain抗原は Carl･ZeissPNQ II

spectrophotometer280mp で吸収度を調べ, 更に免疫電気泳動法で, その抗原単一性を確認した後, そ

れぞれを明賛沈澱法で家兎に免疫し, kappa,lambda及び gamma各 chain抗原に対する抗血清を得た0

抗血清はそれぞれ Ouchterlony寒天板, 滅紙電気泳動法, 免疫電気泳動法により抗血清の免疫学的性

質を検討し, 汚染物の無いことを確認した後, FITC及び TRITC で標識し, 蛍光抗体液を作成した｡

又各蛍光抗体液はそれぞれ相互に, 他の二種の抗原を加えて 37oC, 30分間吸収を行なった上で切片の反

応に用いた｡

検索にもちいた組織は29歳より73歳に至る男女患者の牌臓 (8例) と腸間膜 リンパ節 (11例) 杏, 生検
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もしくは死後4時間以内の剖検例から得, 冷950/.アルコール固定, パラフィン包埋後, 3 〃 に薄切し, 脱

パラフィン後, 以上の精製した抗血清で二層染色し, 蛍光顕微鏡下に検索したo

kappa,lambda及び gammachainはほぼ同様に形質細胞及び リンパ球系細胞 で産生 されている｡

Gammachain産生細胞は kappaか, または lambda, いずれかの lightchainをもち, 両者 (kappaと

lambdachain)を一個の細胞が同時に もっ ことはない｡ kappaと Iambdachainの出現頻度の比率は

kappachainが57-68%,lambdachainが30-43%で, kappachainの方が多い｡ また lightchainの

一種 (kappa或は lambda)とgammachain との相関関係を賛光抗体法二層染色法で観察してみると,

gammachain含有細胞 (即ち gammachain及び gammachain+kappachain産生細胞, 或は gamma

chain及び gammachain+lambdachain産生細胞) は蛍光発出細胞の約半数を示している｡ このこと

は, 免疫グロブリン産生細胞の半数が IgG を産生しているともいえよう0

上記免疫グロブリン産生細胞の産生部位をみると, 肺臓では赤髄に, リンパ節では髄質に, それぞれ全

般に散見されるのが認められる｡ しかしながら, 同一時期, 同一芽中心 に kappaと lambdachain産生

細胞が同時に存在することはなかった｡

2) 人胃腸管の粘膜固有属には豊富に形質細胞が存在し, これが抗体産生上極めて重要な役割を占める

ことが最近の免疫学の進歩により明らかになって来た｡ 即ち新生児期, 特に骨髄にも形質細胞の存在しな

い時期にも既に回腸及び虫垂には形質細胞が存在し, 新生児期の免疫に当っている｡ 更に又最近, 蛍光抗

体法により,IgG,IgA,IgM,IgD 及び IgE産生細胞の分布も明らかにされて来た｡

著者は, 人虫垂の炎症時に於ける免疫グロブリンの分布の変化を質光抗体法を用いて検索した｡ 即ち,

手術により急性炎症として切除された虫垂46例を病理組織学的に Therkelsenの分類に従い早期, 進行

期, 化膿期及び慢性化期に分類し, 各病期に於ける IgG,IgA,IgM, 及び共同である kappaと 1ambda

chainの分布を検索した｡

IgG は人プール血清を硫安処理により分画, IgA は人 IgA型骨髄腫症例の血清を Starchgelelectro･

phoresisにより分画, kappa及び lambdachainはそれぞれ kappa型及び lambda型 Bence-Jones蛋

白尿から分画後, 何れも, DEAE cellulosecolumn 分画及び SephadexG-100column分画を用い精

製した後, 家兎に免疫して, それぞれの抗血清を作成し, FITC及び TRITC で標識し遊離色素を充分

に除去した｡ これらの抗血清は何れも免疫電気泳動法により免疫学的に純粋であることを確認した後, 更

に使用直前に相互に吸収して使用した｡

標本の固定は950/.冷アルコールで行ない, パラフィン包埋後, 薄切, 脱パラフィンの後, 室温で反応さ

せ, 蛍光顕微鏡下に検索した｡

IgG,IgA,IgM 及び kappaと lambdachain産生細胞は, それぞれ明確に染め別けられ, 各グロブ

リンはそれぞれ別個の細胞で産生されている｡ これらの細胞は虫垂では胃腸管の他部に於けると同様, 粘

膜固有属に豊富に存在する形質細胞系或いはリンパ細胞系の細胞である｡

Kappa及び lambda産生細胞は虫垂粘膜下に散在しているolgA 産生細胞は, 虫垂粘膜固有属の中で

も特に腺寓の下部に圧倒的に多く, 粘膜固有属全般に存在し, 又 IgG 産生細胞は粘膜固有属に存在して

おり, 炎症が進行した時期には粘膜固有属の深部に及ぶ｡ IgM 産生細胞は粘膜上皮に接して分布してい



るが, 粘膜上皮からの遊出.も認められるO

それぞれの細胞頬の比率をみると, kappaと 1ambdachain産生細胞は如何なる時期でもほぼ 3:2の

比率を示す｡ 又 IgA 産生細胞は如何なる時期にも圧倒的に多く, 全グロブリン産生細胞の80%以上にみ

られる｡ 急性炎症の初期には IgM 産生細胞が 2-3倍に増加を示し, 進行期及び化膿期には IgG 産生

細胞が増加を示すことを確認した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

蛍光抗体法特に二重染色法を用いて, 牌, リンパ節, 虫垂粘膜における IgG,IgA,IgM と, 共通の

subunitである kおよび入 Ichainの分布について検索した｡ 抗血清はすべて自ら分離作成し, それぞ

れ FITC,TRITCで標識して組織染色に用いた｡

種々の組合せによる蛍光抗体二重染色を観察した結果,1) k-chain,i-chain含有細胞の比率は, どの

組織でも約 3:2である｡ これら細胞は, 牌では赤牌髄, リンパ節では髄索部に, 主に分布している｡ 2)

牌, リンパ節における IgG 含有細胞全ての免疫グロブリン含有細胞の約520/.を占める｡ これに対し, 良

垂粘膜では, IgA 含有細胞が非常に多く約80%を占める｡ 3) IgM 含有細胞は主に粘膜上皮に近接して

分布し, 急性虫垂炎の初期に最も多い｡IgG含有細胞は主に腺嵩下部および血管周囲に認められ, 炎症の

進行につれて増加し, 固有層深部にも出現してくる｡4) IgM および IgA は粘膜上皮層を通して管内に

放出または分泌される像を認めるが,IgGではみられない｡5) 一つの免疫グロブリン含有細胞あるいは

同一 リンパ液胞内には, 同時に2種以上の免疫グロブリンが出現しないのが原則である｡ また K 型ある

いは l 型のいずれか一種しか存在しないことなどを新しく見出した｡

よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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